
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

―ＴＡＣ information―  
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９月３０日（月）に、２０２４年産契約出荷米で管内初となる検査を岩倉支店倉庫前

で行いました。 

検査数量は、１.３トンが行われましたが、全体的に登熟期の高温の影響と思われる

白未熟粒の混入が多く見受けられました。検査成績は、３等が６８.９％、規格外が

３１.１％でした。 

登熟期の高温は、昨年同様、災害レベルに達しており、「乳白粒」や「背・腹白粒」

過多のほか、カメムシ類による着色粒も多く見受けられました。 

最近、収穫後の米を狙った盗難被害が発生しています。 

家の近くで見知らぬ人や車がうろついている場合は、警察に通報を

してください。通報して警察に見回っていただくことが、防犯につな

がります。また、米の保管場所の施錠や見回りの強化を十分に行って

いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 



 


